
創
立
	
1
9
6
4
年

6
月

1
6
日

認
証
	
1
9
6
4
年

1
0
月

1
9
[
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第
2
5
1
0
地

区
	
第

1
1
グ

ル
ー
プ

子
卜m
o

四
つ
の
テ
ス

ト
…
…
E
行

は
こ
れ
に
照
ら
し
て
か
ら
…
…

1
.
真

実
か
	

ど
う
か

2
.
み

ん
な

に
公
平

か
3
.
好

意
と
友
構

を
深

め
る
か

4
	
み
ん
な
の
た
め

に
な

る
か
	
ど
う
か

4
0

2
0
0
3
～
2
0
0
4

(
1
0
2
)

爾
館

米
慇

株
式

会
織

北
海

道
知

事
登

録
卸
	

北
海

道
第

3
号

代
表
取

締
役
	

今
井

定
―

〒
0
4
0
-
8
5
8
1
	
函

館
市

万
代

町
2
0
番

2
8
号

T
E
L
1
0
1
	
3
8
-
4
5
-
5
1
2
1
	
	
F
A
X
1
0
1
3
8
-
4
5
-
4
8
2
3

ホ
ー
ム
ベ

ー
ジ

:
、
ぃ
■
w
	
h
a
k
o
d
a
t
e
	
o
r
.
j
p
‐

“

l
k
O
k
u
:

メ
ー
ル

:
h
a
k
o
b
e
i
@
o
l
i
v
e
	
c
c
n
.
n
e
	
0

(
広
告
掲

載
:
今

井
	

定
―

会
員

)

函
館

北
0
-
タ

リ
ー

ク
ラ

ブ
は

w
e
O
(
ホ

ー
ム
ベ

ー
ジ

)
を

公
開

し
て
お

り
ま
す
。

2
0
0
3
-
0
4
年

度
	
函
館
北

□
―
タ

リ
ー
ク
ラ
フ
の
●

業
目
標

′ヽアヽ
員

4
0
名

3
9
名

出
席

規
定

免
除

会
員

1
名

出
席

率
規

定
免

除
会

貝
1
名

当
	

日
	

出
	

席
1
8
名

―〓 :
	

日
	

欠
	

席

他
ク

ラ
ブ

出
席

9
名

山
虚

^
■

●
し
'
	
	
'
■

`
	
	
	
1
1
	
	
	

口
|

2
7
名

‖
I

1
市

率

・
テ

レ
フ
ォ
ン
サ
ー

ビ
ス

(
例
会
移
動
案
内
)
電
話
2
6
-
3
1
7
0
番

ロ
ー
タ
リ
ー
と
は

・
□
―
タ

リ
ー
は
.
事

業
お
よ
び
専
円
鴫
務
に
務
わ
る
人

の々
世
界

的
奉
仕
団
体
で
す
。

□
―
タ

リ
ー
は
.
人

道
的
な
奉
仕
を
行
い
、

あ
ら
ゆ

る
職
業
に
お
い
て
高
度
の
道
徳
的
水
滓
を
守

る
こ
と
を
奨

励
し
.
世

界
理
解

と
平
和

を
目
指

し
て
尽
力

し
て
い
ま
す
。

・
□
―
タ

リ
ー
は
.
世

界
で
最
初
の
奉
仕

ク
ラ
フ
で
す
。
最
初
の

□

―
タ

リ
ー
・
ク
ラ
フ
は
.
0
“

T
2
月

2
日

に
.
米

国
イ
リ
ノ
イ
州

シ
カ
」
で
創
立

さ
れ
ま

し
た
。

・
□
―
タ

リ
ア
ン
は
、
日
週
、
例
会

を
開

ぃ
て
、
親
睦

を
深
め
.
地

域
社
会
や
国
際
社
会
に
と
っ
て
重
要
な
問
題
に
つ

い
て
興
味
深
く
有
益
な
プ
0
グ

ラ
ム
を
楽
し
ん
で

い
ま
す

.

会
員
は
.
推

薦
制
度

|
こ
よ

っ
て
入
会

し
、
そ
の
会

員
組
織

は
地
域
社
会
の
横
断
面

と
な

っ
て
い
ま
す
。

V

北
村
	
祐
治

会
長

テ
ー
マ
『
Y
E
S
,
I
	
D
O
l
』

さ
あ
、
行
動
し
よ
う

!

■

1
	
-
般

会
計
の
健
全
化

―
創
立

5
0
周

年
|
こ
向
け

て
2
	

規
眸
「

こ
の
方
と
出
会

っ
て
ょ
か

っ
た

1
」

-
2
0
0
3
年

9
月

2
1
曰

創
■
2
念

式
興
・

想
規
会

が
最
大
の
「

親
睦
の

日
」

3
	

奉
仕

―

*
地

域
社
会

:
市

へ
交
通
安
全
車

〈
1
“
a
c
)
の

寄
贈

(
記
念
事
業

)

□
―
タ

リ
ー

|
こ
よ
る
新
世
代

へ
の
教

育
開
発
・

意
欲
開
発
を
日
指
す
。

一
子
供
・

家
庭
・

菫
葉
奉
仕
委
員
会
を
通

し
て
地
域
社

会
に
員
献
す

る
一

*
国

際
奉
仕

:
国
際
奉
仕
活
動
の

‐芽 ・
を
青
て
る

今
、
他
国

で
は
.
一

万
円
の
奉
仕
の
価
値

が
+
倍

¨
二
十
倍

|
こ
た
か
め

ら
れ
ま
す

.

「
R
1
	
3
4
0
0
地

区
イ
ン

ド
ネ

シ
ア
・

ジ
ヨ
グ

ジ
ヤ
カ
ル
タ
・

タ
マ
ン
サ

リ
n
C
を

通
し
て
.
小

学
技

の
図
0
館

支
援
の
た
め
、
本

絣
机
・

本
1
5
0
o
冊

な
ど
の
物
品
を
寄
贈
す

る
.
」

4
.
	
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
・

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
委

員
会
を
設
置

し
.
当

ク
ラ
フ
と
外
の
ク
ラ
フ
と
の
情
報

を
円
滑
に

し
.
合

わ
せ

て
会
員
企
業
の
情
報
交
換

に
貢
献

す
る
。

5
	

友
人
の
言
動
に
好
意

を
示

し
.
友

人
の
成
長

を
願

っ
て

.
・
手 ・

を
貸

し
ま

し
ょ
う
.
―

―
―
L
∝
d
a
卜

し
翅

ど
d
T
よ

e
	
A
c
t
α

l
	
w
●

α
】

“

昴
e
t
	
e
a
e

―
―
I
σ
	
R
o
●

V
s
	
n
t
e
r
B
t
i
α
u
	
M
s
i
α

,
I

◎
1
0
月

2
2
日

出
席
報
告

■
■
■

1
1
月

5
日

卓
話
	

鈴
木
	

康
孝

氏

《
鋼目

1
9
4
3

例
会
》

第
1
9
号

1
1
月

1
2
日

(
水

)

「
夜

間
例

会
並

び
に
ク

ラ
ブ

ア
ッ
セ

ン
プ

リ
ー
」

人
黒

屋
旅

館
	
	
午
後

0
時

3
0
分

～

例会場
:
函
館
国

例含
日

|
{
]
週
水 躍 日

〒
1
4
1
‐
1
1
1
1
函
館
市
大
手
町
5
-
|
|

事 務局
:
函館市 大手

町 卜
1
1
ニ
チ ロ
ビ ル

4
F

|
[
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‐

i
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1
2
3
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3
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R
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〃
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k
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a
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t
h
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O
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g
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e
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m
a
i
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ア
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レ
ス

Ю
t
a
″
@
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t
t
o
d
a
t
e
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o
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o
r
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本
日
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

次
回
・

!
1
月

1
9
日

プ
ロ
グ

ラ
ム

卓
話 「

プ
ロ
ー
ド バ

ン
ド
コ
ン
テ
ン
ツ
の
現
状
と
将
来
」

榊
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
函
館
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長
	
原

田
	
茂

芳
氏

際
ホ
テ
ル

1
2
1
3
0
～

1
3
:
3
1

2
0
0
3
^
´

2
0
0
4
年

度
R
.
1
会
長

ジ
ョ
ナ
サ
ン

B
.
マ
ジ
イ
ア
ベ

国
際
□
―
タ

リ
ー
の
テ
ー
マ

『
手

を
貸

そ
う
』

V
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出
席

率
対

象
会

員

2
1
名

7
1
.
0
5
%

♂

=
“
_
_
,

★会
長

北
村
祐
治

(
千尋 )

☆
幹
事

柴
崎

晃
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(
9
5
)

(
9
2
)

◎
会

長
報

告
	

北
村
	

祐
治

会
長

○
地

区
大

会
報

告
並

び
に
永
年
1
0
0
%
出

席
表

彰
.
	
3
5
年

森
	

会
員
、	
2
5
年

中
川
会

員
、

1
5
年

北
村

会
員
・

薮
下

会
員

○
函
館

ゾ
ン
タ

ク
ラ
ブ
か

ら
創

立
3
0
周

年
記
念

式
典

へ
出
席

の
お

礼
状

が
届

い
て

お
り
ま
す
。

O
和

歌
山
城

南
R
.
C
.
会

長
よ

り
お

礼
状

が
届

い
て

お
り
ま
す
。

O
地

区
大

会
で

ジ
ョ
ナ
サ

ン
B
・

マ
ジ
ィ
ア
ベ
国

際
ロ
ー

タ
リ
ー
会

長
か

ら
次

の
様

な
メ

ッ
セ

ー
ジ
が

あ
り
ま

し
た
。

《第
2
5
1
0
地

区
大
会

に
ご
出
席

の
来
賓
及

び
□
―
タ

リ
ア
ン
の
皆
様

へ
》

2
0
0
3
-
2
0
0
4
年

度
地

区
大
会

に
ご
出
席

の
お
一

人
お
一

人
そ

し
て
全
て
の
皆
様

に
心
か

ら
ご
挨
拶

中
し
上
げ

ま
す
。

私
は
地

区
大
会
実
行

委
員
会
の
皆
様

と
共

に
、

ロ
ー
タ

リ
ー
情
報

及
び
友
情
の
広

範
囲
の
プ

ロ
グ

ラ
ム
を
組
み

立
て
て
下

さ
っ
た
佐
藤
秀
雄
ガ
バ
ナ
ー

の
ご
献

身
と
ご
苦
労

に
対

し
て
感
謝

の
気
持

ち
を
申

し
上
げ

ま
す
。
私

は
こ
の
機
会

に
皆
様
が
新

し
い
友

人
を
作

つ
て
、
古

く
か

ら
の
友

人
と

親
交

を
暖
め
て
、

真
の
ロ
ー

タ
リ
ー
奉
仕
の
理
解

を
高
め

る
と
共

に
、
皆
様
の

ロ
ー

タ
リ
ー
精

神
の
範

囲
を
拡
げ

ら
れ

る
事

を
希
望

申
し

上
げ

ま
す
。

国
際

ロ
ー

タ
リ
ー
会
長
	
ジ

ョ
ナ
サ

ン
B
.
マ

ジ
イ
ア
ベ

・
安

全
性

の
高

い
専

用
回
線

で
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
を
構

築
・

通
信

デ
ー

タ
の
暗

号
化

ヘ

1ヽ
計
	

の
顔
写
真
が
入
つ
た
書
類
が
必
要
で
す
。

ッ
ト
ワ
ー

ク
ヘ

の
不

正
ア

ク
セ

ス
を

防
止

す
る

た
め

フ
ァ
イ

ア
ウ

ォ
ー

ル
・

装
置

)
の

措
置

信
相

手
と
な

る
コ

ン
ピ

ュ
ー

タ
と

の
相

互
認

証
テ

ム
操

作
者

の
目
的

外
利

用
を

防
ぎ

ま
す

。

作
者

用
I
C
カ

ー
ド
や

バ
ス

ワ
ー

ド
な

ど
に

よ
る

厳
重

な
確

認

ッ
ト
ワ
ー

ク
に
蓄
積

さ
れ

て
い
る
デ

ー
タ
ヘ

の
接
続

制
限

審
な
操
作
パ

タ
ー

ン
の
常
時
監
視

―
夕
通
信

の
履
歴
管
理
及
び
操
作

者
の
履
歴
管
理

グ
(
使
用

記
録

)
の

取
得
及

び
定
期
的
監
査

I
D
S
(
侵

人
検

情
報
漏

え
い

を
防
止
す

る
た
め
、
運
用
面

か
ら
も
万
全

の
対
策

を
講

じ
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

①
指
定
情
報
処
理
機
関

に
お

い
て

「
本
人
確

認
情
報
保
護
委

員
会
」
を
措
置

し
.
本

人
確
認
情
報

の

保
護

に
関
す

る
事
項

を
調
査
・
審
議

し
、
必
要

に
応

じ
意
見

を
指
定
情
報
処
理
機
関

に
述
べ

る
こ

と
が
で

き
る

ン
ス
テ
ム

を
つ

く
り
ま
す
。

ま
た
、
都
道
府
県

に
お

い
て

も
同
様
の
本

人
確
認
情
報

の
保
護

に
関
す

る
審
議
会

を
つ

く
り
ま
す
。

②
市
町
村
、
都
道
府

県
及
び
指
定
情
報
処
理
機
関

に
お

い
て
住
民
基
本
台
帳

ネ
ッ

ト
ワ
ー

ク
ン
ス
テ

ム
に
関
す

る
苦
情

を
適
切

か
つ
迅
速

に
処
理

い
た

し
ま
す
。

O
緊

急
時

対
応

計
画

を
策
定

し
.
不

測
の
事

態
に
も
迅
速

に
対
応

で
き
る
よ

う
に

し
て
お

り
ま
す
。

住
民
基
本

台
帳
カ

ー
ド
申
請

の
ご
案

内

函
館

市
で

中
請

で
き
る
の
は
.
函

館
市
に
現
住
所

(
住
民
登
録

)
の

あ
る
方
で
す

.

申
請

に
必
要

な
書

類
(
下
記

の
1
.
	
2
.
3
及

び
認

印
が

必
要

で
す
。
)

1
.
住

民
基

本
台

帳
カ

ー
ド
交

付
申
請

書

ご
本

人
以

外
が

手
続

な
さ
る
場

合
は
、

申
請

書
の
ほ

か
に
、
次

の
書

類
と
代

理
人
の

方
の
本

人
確

認
書

類
の
提

示
が
必

要
と
な

り
ま
す
。

(
1
)
法

定
代
理

人
(
親
権

者
)
の

場
合
	

戸
籍

謄
本

(
本
籍

が
函
館

市
で

あ
る
場

合
は
省
略

す
る

こ
と

が
で

き
ま
す

。
)

(
2
)
法

定
代
理

人
(
成

年
被

後
見

人
の
後

見
人

)
の

場
合
	

登
記
事

項
証

明
書

(
3
)
任

意
代

理
人

の
場

合
	

住
民
基

本
台

帳
カ
ー

ド
に
関
す

る
代

理
人
選

任
届

書

2
.
本

人
確

認
書

類
(
種
類

|
こ
よ

り
後

日
の

交
付

と
な

り
ま

す
)

(
1
)
即

日
交

付
可

能
な
場

合

ご
本

人
ま
た

は
法

定
代
理

人
の

方
が

次
の
本

人
確

認
書

類
を
持

参
し
た
場

合

住
民

基
本

台
帳

カ
ー

ド
、

旅
券
、
運

転
免
許

証
そ

の
他
官

公
署

が
発
行

し
、
本

人
の
写

真
が

貼
付

さ
れ

た
請

求
人
本

人
が
確

認
で

き
る
書

類

海
技

免
状

、
電

気
工
事

士
免
状

、
無
線

従
事

者
免
許

証
.
動

力
車
操
縦

者
運

転
免
許

証
、
運

航
管
理

者
技

能
検

定
合

格
証

明
書

、
宅

地
建
物

取
引
主

任
者
証
.
船

員
手
帳

、
身
体

障
害

者

手
帳

及
び

官
公

署
が

そ
の
職

員
に
対

し
て

発
行

し
た

身
分

証
明
書

な
ど

(
2
)
後

日
交

付
に
な

る
場

合

ア
)
(
1
)
の

本
人
確

認
書

類
を
お
持

ち
で

な
い

ご
本

人
ま
た

は
法
定

代
理

人
の
場

合

市
役

所
か

ら
ご
本

人
ま
た

は
法
定

代
理

人
宛

に
郵

送
等

に
よ

り
照
会

し
た
回

答
書

を
ご
持

参
い
た

だ
い
た
後

の
交

付
に
な

り
ま
す
。

イ
)
任

意
代

理
人

の
場

合

市
役
所

か
ら
ご
本

人
宛

に
郵
送

等
に
よ

り
照

会
し
た

回
答
書

と
(
1
)
の

任
意
代

理
人

ご
本

人

ネ知通ス操ネ不デロ

・　　　・　ンヽ　・　・　・　・　・

②

V

Vヽ
′

間
6
わ
せ
	
市
役
所
戸
藉
住
民
課

2
1
-
3
1
6
8

(
会
報
担
当
者

:
崎
野
	
浩
志
委
員

)

2
0
0
3
～

2
0
0
4
(
第

1
9
4
1
回

例
会

〉
第

1
7
号

1
0
月

2
9
日

の
記

録

◎
司
	
	

会
	
北
村
	
祐

治
会
長
	
	
	

◎
斉
	
唱
	
そ
れ

で
こ
そ

ロ
ー

タ
リ
ー
.
四

つ
の
テ

ス
ト

◎
ゲ

ス
ト	

函
館
市
市

民
課
記
録
係

係
長
	
鈴
木
	
良
和

氏

◎
ビ
ジ
タ
ー
	
函
館
R
.
C
.
木

村
英
夫
君

V

|
コ

´

・鱈暉

ｒｉ““

.
‖
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「

蜘聟

醐
|
`
t
輔
饉
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(
9
9
)

(
1
0
0
)

阿
部

南
木

な
く
.
押
収
崚
は
過
去
■1
1
高
を
記
録
し
た
前
年
を
大
幅
に
下

|
口
|
っ
た
が
.
摘
発
件
数
は
前
年

を
1
5
%
上
回
る
1
9
1
件
と
な
っ
て
い
る
等
.
ま
た
.
大
口
蓼
犯
(
1
件
当
り
の
押
収
量
が
l
	
k
g

超
)
の
摘
発
も
3
1
件
と
倍
増
(
前
年
は
1
6
件
)
し
て
お
り
、
依
然
と
し
て
大
量
摘
発
傾
向
が
続

い
て
い
る
。

・
大
麻
樹
脂
に
つ
い
て
は
、
ネ
バ
ー
ル
か
ら
航
空
貨
物
を
利
用
し
た
大
量
押
収
事
犯
の
摘
発
も

あ
り
、
過
去
最
高
の
押
収
量
と
な
っ
た
。

・
密
輸
の
隠
匿
手
口
は
.
民
芸
1
,
の
太
鼓
の
中
に
隠
匿
し
た
り
、
カ
レ
ン
ダ
ー
の
表
紙
を
~
■

工
作
し
て
隠
匿
す
る
な
ど
、
あ
の
手
こ
の
手
の
手
口
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
特
に
日
本
人
旅

客
に
よ
る
大
麻
樹
脂
の
飲
み
込
み
(
峰
下
隠
匿
)
等
に
よ
る
密
輸
入
事
犯
の
摘
発
が
相
次
い
だ

(
平

,
,
ヽ
1
1
年
計
1
8
件
摘
発
)
。

・
大
麻
草
の
主
な
密
輸
ル
ー
ト
は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
タ
イ
及
び
マ
レ
ー
シ
ア
な
ど
の
東
南
ア
ジ

ア
ル
ー
ト
.
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
な
ど
の
ア
フ
リ
カ
ル
ー
ト
、
オ
ラ
ン
ダ
を
中
心
と
し
た
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
ル
ー
ト
並
び
に
プ
ラ
ジ
ル
ル
ー
ト
な
ど
.
密
輸
ル
ー
ト
は
多
様
化
す
る
傾
向
に
あ
る
。

・
大
麻
樹
脂
の
主
な
密
輸
ル
ー
ト
は
、
タ
イ
を
中
心
と
し
た
東
南
ア
ジ
ア
ル
ー
ト
、
ネ
パ
ー
ル

及
び
イ
ン
ト
な
ど
の
南
ア
ジ
ア
ル
ー
ト
.
オ
ラ
ン
ダ
を
中
心
と
し
た
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ル
ー
ト
の

ほ
か
.
ロ
ン
ア
極
東
地
区
ル
ー
ト
の
摘
発
が
相
次
い
て
い
る
。

(
3
)
M
D
M
A
密
輸
入
事
犯

《摘
発
状
況
》

平
成
1
4
年
の
lヽ
D
M
A
(
M
D
A
を

含
む
。
通
称
:
エ
ク
ス
タ
シ
ー
・
ラ
ブ
ド
ラ
ッ
グ
)
密
輸
入

事
犯
の
摘
発
は
.
件
数
が
3
5
件
(
対
前
年
比
8
0
%
)
.
押
収
量
が
1
7
万
2
千
錠
(
対
前
年
比
1
1
6

%
)
と
な
っ
て
お
り
、
押
収
量
は
、
平
成
:
3
年
を
大
幅
に
上

|
口
|
り
、
過
去
最
高
を
記
録
し
た
。

《
特
	
徴
》

・
Iヽ
D
ヽ
I
A
は
、
党
せ
い
剤
と
同
じ
薬
理
作
用
(
興
奮
作
用
)
を
持
つ
合
成
麻
薬
で
、
近
年
、
我

が
回
へ
の
密
輸
人
が
急
増
傾
向
に
あ
り
.
1
件

1`
(
り
の
密
輸
入
も
大
口
化
す
る
傾
向
に
あ
る
。

.
密
輸
手
口
は
.
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
の
1
重
底
や
身
辺
隠
匿
と
い
っ
た
航
空
機
旅
客
に
よ
る
携
帯

密
輸
入
が
太
宗
を
占
め
て
い
る
。

・
主
な
密
輸
ル
ー
ト
は
.
オ
ラ
ン
ダ
、
ベ
ル
ギ
ー
及
び
フ
ラ
ン
ス
な
ど
の
コ
ー
ロ
ッ
パ
ル
ー
ト

が
中
心
で
あ
る
が
.
平
成
1
3
年
以
降
.
マ
レ
ー
シ
ア
及
び
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
の
東
南
ア
ジ

ア
ル
ー
ト
に
よ
る
大
:
l
事
犯
が
相
次
い
で
摘
発
さ
れ
て
い
る

.

・
M
D
M
A
と

党
せ
い
剤
又
は
そ
の
他
の
薬
物
と
の
混
合
型
の
も
の
も
押
収
さ
れ
て
い
る
。

(
4
)
そ
の
他
(
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
罪
を
初
適
用
)

《
摘
発
状
況
》

平
成
1
2
年
の
関
税
法
改
正
に
よ
り
.
外
国
か
ら
我
が
国
を
経
由
し
て
第
二
国
へ
不
正
薬
物
や
銃

器
等
の
密
輸
入
禁
制
品
を
運
搬
す
る
等
の
罪
、
い
わ
ゆ
る
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
罪
(
関
税
法
第
1
0
9
条

の
2
)
を
新
設
し
た
が
.
昨
年
1
2
月
.
同
罪
の
初
適
用
と
な
る
ヘ
ロ
イ
ン
の
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
密

輸
事
犯
を
摘
発
し
、
本
年
1
月
に
告
発
し
た
。

Π
	
銃
器
密
輸
入
事
犯
の
摘
発
状
況

【概
要
】

平
成
1
1
年
の
税
関
に
お
け
る
鉄
砲
の
密
輸
入
事
犯
の
摘
発
は
、
件
数
が
8
件
(
対
前
年
比
4
倍

)
、

押
収
量
が
1
3
T
(
対
前
年
比
6
2
%
)
と
な
っ
て
お
り
.
そ
の
他
、
鉄
砲
部
品
の
密
輸
入
が
3
件
摘
発
さ

れ
て
い
る
。

松
見

薮
ド

竹
谷

中
川

◎
卓
露
	
「
不
正
薬
物
・
鉄
砲
の
密
輸
入
の
動
向
1
	
	
	
	
	
	
函
館
税
関
長
	
鈴
木
	
康
孝
氏

く
全
国
に
お
け
る
社
会
悪
物
品
の
摘
発
状
況
〉

1
	
不
正
薬
物
の
密
輸
入
事
犯
の
摘
発
状
況

【 概
要
】

平
成
1
1
年
の
税
関
に
お
け
る
不
正
薬
物
の
密
輸
入
事
犯
の
摘
発
は
、
件
数
が
4
5
0
件
(
対
前
年
比

1
0
8
%
)
、
押
収
量
は
9
1
8
k
g
(
対
前
年
比
8
9
%
)
及
び
そ
の
他
M
D
M
A
等
錠
剤
型
薬
物
が
2
3
万
3
千

錠
(
対
前
年
比
1
1
2
%
)
と
な
っ
て
い
る
。

不
正
薬
物
の
密
輸
押
収
量
は
.
	
4
年
ぶ
り
に
1
ト
ン
を
下
回
っ
た
が
、
押
収
実
績
と
し
て
は
過
去

4
番
1
1
で
あ
り
、
依
然
と
し
て
大
量
押
収
傾
向
が
続
い
て
い
る
。
な
お
.
大
麻
樹
脂
及
び
M
D
M
A

の
押
収
量
が
過
去
最
高
と
な
つ
た
は
か
.
ヘ
ロ
イ
ン
に
つ
い
て
は
、	
9
年
ぶ
り
に
2
桁
と
な
る
人
餞

押
収
を
記
録
し
た
。

ま
た
、	
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
罪
(
関
税
法
第
1
0
9
条
の
2
)
の
新
設
(
平
成
1
2
年
)
後
.
初
適
用
と
な
る
ヘ

ロ
イ
ン
の
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
密
輸
事
犯
を
摘
発
し
た
。

○
主
な
不
正
薬
物
密
輸
入
事
犯
の
摘
発
状
況
及
び
特
徴

(
1
)
覚
せ
い
剤
密
輸
入
事
犯

《
摘
発
状
況
》

平
成
1
1
年
の
党
せ
い
剤
密
輸
入
事
犯
の
摘
発
は
、
件
数
が
2
0
件
(
対
前
年
比
_
1
8
%
)
、
押
収
量

が
1
0
8
k
g
(
対
前
年
比
2
0
2
%
)
と
な
つ
て
い
る
。

《
特
	
徴
》

・
前
年
に
比
べ
.
摘
発
件
数
は
半
減
し
て
い
る
も
の
の
.
依
然
と
し
て
大
量
押
収
事
犯
が
摘
発

さ
れ
て
お
り
、
押
収
量
は
倍
増
と
な
っ
て
い
る
。

・
密
輸
手
口
は
、
空
港
内
警
備
員
ら
に
よ
る
党
せ
い
剤
密
輸
入
事
犯
が
摘
発
さ
れ
る
な
ど
、
益

々
患
質
、
巧
妙
化
す
る
傾
向
に
あ
る
。

・
錠
剤
型
覚
せ
い
剤
の
密
輸
入
が
相
次
い
で
摘
発
さ
れ
て
お
り
.
大
口
事
犯
も
摘
発
さ
れ
て
い

る
。

・
密
輸
ル
ー
ト
は
、
中
国
ル
ー
ト
(
香
港
.
マ
カ
オ
を
含
む
。
)
.
北
朝
鮮
ル
ー
ト
が
2
人
ル
ー
ト

で
あ
る
。

(
2
)
大
麻
密
輸
入
事
犯

《
摘
発
状
況
》

平
成
1
1
年
の
大
麻
(
大
麻
車
及
び
大
麻
樹
脂
)
密
輸
入
事
犯
の
摘
発
は
.
件
数
が
2
7
6
件
(
対
前

年
比
1
2
9
%
)
、
押
収
量
が
:
7
6
	
k
g
(
対
前
年
比
6
0
%
)
と
な
っ
て
い
る
。

《
特
	
徴
》

・
大
麻
草
に
つ
い
て
は
、
大
型
の
密
輸
入
事
犯
(
1
件
当
り
の
押
収
量
が
1
0
0
聴
超
)
の
摘
発
が

●ヽ
●
●
′

V

会
員
…
…
月
初
め
で
す
。
B
O
X
に
協
力
。

会
員
…
…
中
曽
根
元
文
部
大
臣
、
亀
井
静
香
さ
ん
、
昨
日
は
中
川
昭
一
経
済
産
業
大
l
i
が
こ

の
函
館
を
良
く
す
る
為
に
来
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

会
員
…
…
月
初
め
で
す
。
B
O
X
に
協
力
.

会
員
…
…
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会
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…
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(
9
8
)

2
0
0
3
～
2
o
0
4
く
第
1
9
4
2
回
例
会
〉
第
1
8
号

1
1
月
5
日
の
記
録

会
	
北
村
	
祐
治
会
長

◎
司

◎
斉

唱
	
君
が
代
、
そ
れ
で
こ
そ
ロ
ー
タ
リ
ー
.
四
つ
の
テ
ス
ト

◎
ビ
ジ
タ
ー
	
函
館
R
.
C
.
中
山
浩
一
君

◎
ゲ
ス
ト	
函
館
税
関
長
	
鈴
木
	
康
孝
氏

函
館
大
学
ロ
ー
タ
ー
ア
ク
ト
ク
ラ
ブ
	
大
谷
	
良
大
会
長

〈
チ
ャ
リ
テ
イ
ー
バ
ザ
ー
で
の
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
無
事
成
功
裡
ら
終

り
ま
し
た
。
〉

▼

☆
誕
生
祝
	
小
笠
原
会
員
(
1
4
日

)

☆
結
婚
祝
	
今
井
会
員
・
椎
谷
会
員
(
3
日

)
、
柴
崎
会
員
(
9
日

)
、
新
	
会
員
(
1
7
日

)
、
千
葉
会
員

(
2
1
日

)
、
茂
木
会
員
(
2
2
日

)
、
紫
前
会
員
(
2
3
日

)

◎
会
長
報
告
	
北
村
	
祐
治
会
長

o
年
次
総
会
告
示
	
	
1
2
月

3
日
例
会
時
に
行
い
ま
す
。

o
佐
藤
秀
雄
ガ
バ
ナ
ー
か
ら
地
区
大
会
の
お
礼
状
が
届
い
て
お
り
ま
す
。

◎
幹
事
報
告
	
柴
崎
	
晃
幹
事

o
当
ク
ラ
ブ
次
週
の
例
会
は
夜
間
例
会
に
変
更
で
す
。

o
先
年
度
の
奉
仕
活
動
事
例
集
が
C
D
ロ
ム
で
届
い
て
お
り
ま
す
の
で
ご
覧
に
な
り
た
い
会
員
は
幹
事

迄
。

日

o
例
会
終
了
後
理
事
会
を
開
催
致
し
ま
す
。	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
~

◎
親
睦
活
動
委
員
会
	
青
山
	
栄
一
委
員

ニ
コ
ニ
コ
B
O
X
投
入
報
告

北
村
	
会
長
…
…
月
初
め
で
す
。
今
月
も
よ
ろ
し
く
。

柴
崎
	
幹
事
…
…
月
初
め
で
す
。
B
O
X
に
協
力
。

新
	
	
会
員
…
…
結
婚
月
で
す
。

山
下
(
瀞
会
員
…
…
西
尾
さ
ん
、	
ご
迷
惑
か
け
ま
し
た
。

今
井
	
会
員
…
…
結
婚
記
念
日
お
祝
い
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

渡
部
	
会
員
…
…
月
初
め
で
す
。
3
0
X
に
協
力
。

青
山
	
会
員
…
… .
	
	
″

小
笠
原
会
員
……… 	
	
″

V

(
1
0
1
)

○
銃
器
密
輸
入
事
犯
の
摘
発
状
況
及
び
特
徴

《
特
	
徴
》

・
フ
ィ
リ
ピ
ン
ル
ー
ト
に
よ
る
多
量
の
け
ん
銃
密
輸
入
事
犯
を
綺
発
し
た
は
か
.
南
ア
フ
リ
カ

か
ら
郵
送
さ
れ
た
ペ
ン
型
け
ん
銃
を
摘
発
し
て
い
る
。

く
函
館
税
関
管
内
に
お
け
る
関
税
法
違
反
事
件
の
概
要
〉

1
.
関
税
法
違
反
事
件
の
概
況

平
成
1
4
年
1
月
～
1
2
月
に
函
館
税
関
管
内
に
お
い
て
摘
発
し
た
関
税
法
違
反
事
件
は
1
2
1
件
で

あ
っ
た
。

大
別
す
る
と
密
輸
入
事
犯
が
1
0
2
件
、
密
輸
出
事
犯
が
1
2
件
、
秩
序
犯
(
手
続
違
反
)
等
が
7
件
で

あ
る
。

平
成
1
1
年

平
成
1
2
年

平
成
1
3
年

平
成
1
4
年

対
前
年
十
ヒ

密
輸
入

‐
	
	

ら
、
	
	

薔
↑ 上
	
	

ム
	
	

芯
2
	
1

1
7

1
1

8
2
.
4
%

そ
の
他
禁
制
品

1
0
4

3
0

3
2

1
5

4
6
.
9
%

関
	
税
	
ほ
	
脱

1
2
1

1
5
6

9
4

6
8

7
2
.
3
%

無
許
可
輸
入

1
1

1
6
6
.
7
%

小
	
	
	
計

2
6
0

6
1
4
6

6
9
9
%

密
	
輸
	
出
密
	
	
輸
	
	
出

1
1

1
2

1
2

1
0
0
.
0
%

そ
の
他

秩
	
	
序
	
	
犯

2
3
8
.
3
,
`

∠
、
日

計
2
6
5

2
0
6

1
6
1

1
2
1

7
5
.
2
%

2
.
各
事
犯
の
説
明

(
1
)
社
会
悪
事
犯

銃
砲
及
び
薬
物
等
の
社
会
悪
物
品
を
密
輸
入
す
る
事
犯
で
あ
る
。

(
2
)
そ
の
他
禁
制
品
事
犯

社
会
悪
物
品
以
外
の
輸
入
禁
制
品
(
わ
い
せ
つ
物
品
、
コ
ピ
ー
商
品
)
を
密
輸
入
す
る
事
犯
で
、

主
に
海
外
旅
行
者
が
携
帯
し
て
密
輸
入
し
よ
う
と
し
た
も
の
。

(
3
)
関
税
ほ
脱
事
犯

有
税
品
で
あ
る
貨
物
の
関
税
を
納
付
す
る
こ
と
な
く
輸
入
す
る
事
犯
で
、
主
に
ロ
ン
ア
籍
船
舶

乗
組
員
に
よ
る
水
産
物
(
カ
ニ
、
エ
ビ
等
)
の
密
輸
入
事
犯
が
多
く
、
ま
た
、
最
近
は
カ
バ
ノ
ア
ナ

タ
ケ
の
密
輸
入
事
犯
を
摘
発
し
て
い
る
。

(
4
)
無
許
可
輸
入
事
犯

税
関
の
許
可
を
受
け
る
こ
と
な
く
貨
物
を
密
輸
入
し
た
事
犯
で
あ
り
.
関
税
無
税
物
件
の
消
費

税
ほ
脱
事
犯
を
含
む
。

(
5
)
密
輸
出
事
犯

税
関
の
輸
出
許
可
を
受
け
る
こ
と
な
く
輸
出
す
る
事
犯
で
、
主
に
ロ
シ
ア
籍
船
舶
に
よ
る
中
古

自
動
車
、
中
古
タ
イ
ヤ
等
の
密
輸
出
事
犯
で
あ
る
。

(
会
報
担
当者

:
増
田
	
定
雄
委
員
)

種
類
別
内
訳

1
0
2


